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原子炉あるいは加速器で製造する低比放射能 99Moを原料として、高純度 99mTc を１バッチあたり少量（μCi

～Ciレベル）および大量（～100 Ciレベル）製造可能な実用的 99mTcジェネレータシステムを発表する。少

量タイプは病院内設置小型ジェネレータとして、大量タイプは 99mTc製造工場で使用可能である。 
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1 はじめに 

 濃縮ウラン（HEU, LEU）を原料としない 99Moの製造法として、MoO3（または金属 Mo）を電子線形加

速器で電子線照射による 100Mo（, n）反応を利用する方法、または原子炉で中性子照射し 98Mo（n, ）反応

を利用する方法が検討されている。本研究では、加速器を用いて製造した 99Moを使用して、高純度 99mTcを

回収することのできるジェネレータシステムの開発検討を行った。 

 

2 電子線形加速器を用いた 99Mo の製造 

 加速器から発生した電子ビームを、白金板に照射することにより生成する制動放射線を Mo に照射する。

このとき、Moの同位体である 100Moが 100Mo（, n）99Mo 反応により、99Moとなる。 

 

3 99Mo-99mTcジェネレータシステム 

 本試験で使用した 99Moは、電子線形加速器により製造した。電子

線形加速器は、京都大学原子炉実験所の電子線形加速器

（KURRI-LINAC）を使用した。制動放射線を照射するターゲット

は天然 MoO3粉末（純度>3N）を用い、φ10 mmとなるように SPS

（放電プラズマ焼結）法を用いてペレット状に加工した（Mo 中の

100Mo の天然存在比は 9.63 %である）。ペレットを前後に二つ重ねた

状態で、電子の加速エネルギーを 25、30、35 MeVの 3条件とし、

各条件 10 分間照射した。照射後、ペレットを溶液化し、照射直後の

99Mo の生成量を評価した結果、ペレット一つ当たり 1.55～3.94 MBq（表 1：各条件の上段は前置、下段は

後置）であった。この溶液を用いて 99Mo-99mTc ジェネレータシステムにより、99mTc の抽出を行った。これ

までに弊社は原子炉照射製造 99Mo による TcMM法[1]（99mTcマスターミルカー：製造能力 1バッチ最大 500 

Ci）を報告しているが、今回はこの方法を改良し、ホットセルや病院内での簡便性と安全性を考慮して非加

熱型の 99mTc抽出法を開発し、汎用的高純度 99mTc抽出システムとして実現できた。この改良型システムは、

原子炉で中性子照射し製造した 99Moにも適用可能である。 
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エネルギー

(MeV) (MBq) (MBq/g-100Mo)

1.96 17.8

1.55 14.3

3.18 30.2

2.42 23.6

3.94 36.2

2.81 27.8

99Mo生成量

35

30
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表1　99Mo生成量
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